
 
盛岡ＹＭＣＡの使命 

 

私たち、盛岡ＹＭＣＡは、イエス・キリストによっ

て示された生き方に学びつつ、豊かな自然と歴史的

伝統に満ちた岩手の地で、こども、家族、地域とと

もに公正で平和な世界の実現を目指します。 

1．こどもたちの個性を大切にし、それぞれの夢や    

 希望、生きる力を育みます。 

2. 家族の絆といのちの大切さを深め合います。 

3. 共に生きるために、異なった文化、多様な価値  

 観と出会う場を提供します。 
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 「なにかある」         
川口 奈恵（岩手県立大学4年・チョップリーダー）  

 発行人：濱塚有史 編集人：武田悠 発行所：特定非営利活動法人 盛岡ＹＭＣＡ 岩手県盛岡市本町通3-1-1 
 ＴＥＬ 019（623）1575 e-mail: info@moriokaymca.org  URL: http://www.ymcajapan.org/morioka/ 

「チョップにチョップされないようにね！」少しだけ子どもたちに受け

る自己紹介だ。あくまでも少しであるため、大爆笑とはいかない。それ

も私なのかとも思う。 

 私がYMCAの活動に参加するようになったのは県立大学に３年次編入を

した後だった。勧誘のために配られた手作りのビラからは、楽しそうに

子どもたちと活動している様子が見て取れた。その時、多分この団体に

入るんだろうな、と心の中で思った。それはビビッときて買ったものを

使い込むように、仲良くなれそうと思った人と仲良くなるように、そん

な感覚と似ている。その時働いた直感により、就職を控えた今でも活動

を続けている。 

 さて、今回の記事を書くに当たり、ここでの２年間がどんなものだっ

たのか考えてみた。しかし思いつくのは楽しかった活動や、子どもや

リーダーやスタッフさんたちとの思い出ばかりであった。ただ、そこに

はできないことやわからないことに対する葛藤や失敗も混ざっている。

それでも、全てを含め‘楽しかった’のである。「子どもは遊びの中で

育つ」と言われているが、この２年間を振り返ると私も遊びの中で育っ

てきたことを実感する。YMCAに関わって育つ子どもたちにも、私のよう

に楽しい活動の中で気づいたら学びがあったという経験を通して成長し

て欲しい。 

 これまで私は自分を守るために、クールを装い気持ちがばれないよう

に生きてきた。しかしここではそれが通用しなかった。活動を重ねるに

つれ自分が心から笑っていることに気づいた。その反面増える「チョッ

プって～だよな」の一言。ズシっとくる一言であるが、なにより、YMCA

の中では、「それでもいい、それがいい」と言ってくれていると感じら

れる何かがあると伝えたい。生きてきて22年、自分なりに把握している

面とそうではない面を知ることによって、私というものがYMCAと関わる

ことで形作られてきたと思う。それは何となくこね始め、形ができてき

た粘土のようだ。最終的には夏休みの工作で出した粘土の作品のように

滑稽な形に出来上がったとしても、それまでに作ってきた過程や困難を

知っているのは自分だけである。だから自分を隠すより、楽しみながら

成長していきたいと思えるようになった。 

 たいそうなことを述べてきたが、まだまだ未熟

である。それでも春から保育士として働く。子ど

もたちには楽しく健やかに育って欲しいし、私が

そうしてもらったように君でいいんだよと行動で

伝えていけたらなと思う。 



☆エンジョイ・ジュニアスキーキャンプ☆ 

 今年のスキーキャンプは、元気な67人の子どもた

ちと個性豊かな14人のスタッフ、リーダーたちが集

まりました！人数が多く、たくさんの出会いと楽し

さ溢れるキャンプをみんなで作ることができたと思

います。 

 八幡平リゾートホテルに宿泊し、最終日以外は安

比高原スキー場でのスキーレッスン。移動のバスの

中も、各グループごとに歌を歌ったりじゃれて遊ん

だりと、みんなの笑顔が絶えません。スキーレッス

ンでは、子どもたち一人ひとりが自分の目標に向

かって一生懸命頑張る姿が見られました。吹雪で前が見えにくい時は叫

び声でカバーしあったり、転んだリーダーに雪をかけて遊んだり、替え

歌を歌いながらストックワークを行ったり…真剣な中にも遊び心を忘れ

ない盛岡YMCA。どんな状況でも楽しさを生み出す天才だなぁと感じま

した！ 

 ナイトプログラムもガンガン騒ぎます。日を重ねるごとに子どもたち

同士の繋がりも見られました。最終日はグループ関係なく、誰とでも遊

べるくらい、素敵な集団になっていきました。 

今回みんなには、「誰から見ても良いキャンプだと思われるようにしよ

う。」と伝えました。自分たちだけが楽しいので良いのだろうか…様々

なルールを守り、他のお客さんのことも考えて行動することを話しまし

た。お互いに注意し合う姿が見られたり、意識して取り組む子どもたち

がたくさんいてとても嬉しかったです。やることをしっかり行う時と、

ふざけ合って遊ぶ時を区別し、それぞれ全力で取り組めたからこそ、楽

しいと思えるキャンプを作ることができたと思っています。私も子ども

たちからたくさんのことを学ばせてもらったキャンプでした。 

 毎年エンジョイ・ジュニアスキーキャンプはなぜこんなに楽しいの

か…。楽しい！と共感できる仲間がいると、もっと楽しくなる。寒くて

ちょっぴりくじけちゃう時も、共感できる仲間がいるから乗り越えられ

る。最終日のみんなの笑顔はとびっきりです！是非これからも、スキー

キャンプで楽しい思い出を作ってくださいね！！ 

 

盛岡大学４年 安久津 里彩（あさりリーダー） 

 12月26日（木）～12月29日（日）にかけて、エンジョイ・ジュニアスキーキャンプが行われました。メインリーダーのあさりリー

ダーこと！安久津里彩さんからレポートが届いております。 

☆ダイナミックスキーキャンプ☆ 

 こんにちは。岩手県立大学総合政策学部2年のダ

イラーこと松平大知です。今回は1月5日から6日
にかけて行われたダイナミックスキーキャンプの

報告をさせていただきます。 

 5日の朝、マリオスのバス乗り場に集合した子ど

も達。朝から元気いっぱいで、楽しいキャンプに

なりそうな予感がしていました。早速バスに乗

り、安比高原スキー場に向かいました。バスのな

かでは、ドレミの歌をアレンジしたゲームを行っ

たり、キャンプでおなじみの“ロックマイソウ

ル”ならぬ”ダイナミックソウル”を歌ったりし

ながら、過ごしました。 

 ホテルに到着しホテルの方に挨拶をし、みんなで昼食を食べた後、早

速みんなでゲレンデに向かい、スキーレッスンをしました。体操もみん

なで大きな声で行い、とってもダイナミックでした！天候は雪で少し風

もあり、とても寒かったのですが、天気に負けずみんなとってもダイナ

ミック！パワフルに滑っていました。 

 スキーレッスンを終え、ホテルに帰り、みんなで温泉に入った後は、

お待ちかねの夕食の時間。子どもたちはお腹がペコペコで、ペロリと食

べてしまい、中にはご飯をおかわりしていた子もいました。 

 夕飯を食べた後は、ナイトプログラムを行いました。その名も、“第

一回チキチキウルトラダイナミッククイズ大会”！男女に別れ対決を行

いました。クイズパートは女子の圧勝！第二部のリーダーダービーで

は、男子の逆転勝利！大盛り上がりでプログラムを終えることができま

した。 

 二日目の朝も子どもたちはとってもダイナミック！室内で行ったダイ

ナミック鬼ごっこでは、寝起きとは思えないほど元気でした。朝ごはん

もモリモリ食べて、二日目のスキーレッスンをしました。天候は快晴

で、とってもスキー日和！どのグループも格段に上手に、ダイナミック

に滑れるようになっていました！ 

 盛岡に帰ってきての解散式。子ども達はまだまだキャンプをしていた

そうな表情でした。この二日間、子どもたちとリーダーのたくさんのイ

イところを見れた、とってもダイナミックなスキーキャンプになりまし

た！ 

  

岩手県立大学2年 松平 大知（ダイラーリーダー） 

  

 1月５日（木）～1月６日（金）にかけて、ダイナミックスキーキャンプが行われました。メインリーダーのダイラーリーダーこ

と！松平大知さんからレポートが届いております。 
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盛岡ＹＭＣＡ宮古ボランティアセンター 

１月報告書 

☆宮古サッカーⅢ期開講！ 

 皆様新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいた

します。 

 ということで、2017年も宮古サッカースクールは元気いっぱい始まり

ました！1月17日から始まった宮古サッカースクールはこれまで使ってい

たサッカーボールを一新！以前から宮古ボランティアセンターの活動を支

援して下さっている歌手のSoahさんがチャリティイベントの益金の一部

を送って下さったので、２５個の新品のボールを購入できました。本当に

ありがとうございます。 

 今までサイズもバラバラで自分の使いたいボールが使えないと文句も飛

び交っていたサッカースクールはピカピカのボールで楽しくサッカーをし

ていました。 

 新年１回目は10人でのサッカースクールでしたが、雪の上でのサッカー

は宮古で去年は味わうことのできなかった少し違う楽しいサッカーでし

た！練習や試合では、思いっきりぶつかろうと諦めず、ワーワーと声が途

切れずにプレーしています！(細かな指示はまだ出ませんが…（笑）)ルー

ルが難しくなってくると、分からない！とやらなくなる選手も続出してい

たスクールも徐々に複雑なルールを理解して楽しめるようになってきまし

た！ 

 今年も1人ではなく、みんなでできる、みんながいるから楽しいんだと

いうことをサッカーを通じて感じていけたらいいと思っています！元気

いっぱいの宮古サッカースクールをどうぞよろしくお願いいたします！ 

 

社会人リーダー 向平 悟（Gパンリーダー） 

 

 

☆リーダー紹介コーナー☆ 

 こんにちは！トラックこと、齊藤七彩です。今回私が紹介す

るリーダーは、私と同じ、岩手大学一年生の佐藤涼香！ママ

チャリで走るの大好き！みんな大好き「チャーリー」です！

え？チャーリーって誰って？そんな君のために、知ってるよっ

ていう君にも、チャーリーってこんな人！っというのを私なり

に書いてみたいと思います。 

 度胸がある。ノリが良い。誰とでも仲良くできる。カメラ向

けるとキメ顔をしてくる。意外と乙女。最近髪を切って可愛

い。でもそれを自覚しているところが問題。（笑）素直。頑張

り屋。声がでかい。下ネタ大好き。映画を観ると感情移入す

る。愛されキャラ。子どもが大好き。優しい。 

 チャーリーを知ってる君、同じ印象だったかな？チャーリー

を知らなかった君、今度一緒に過ごしてみて下さい。きっと

ハッピーな時間を過ごせると思いますよ。 

 実は、今回チャーリーを紹介することになったと本人に話し

たところ、こんな風にアピールされました。 

 「私は桐谷美玲のようなスタイルを持ち、石原さとみのよう

な顔を持つ現役大学生です。」現役大学生しか合っていませ

ん。（笑）でも、そういうジョークを言える、怖いもの知らず

なところが彼女のいいところだと思うんです。 

 みなさん、チャーリーはどんな人か分かっていただけたで

しょうか？皆さんも、皆さんにとってのチャーリーの魅力を見

つけてみてはいかがでしょうか？ 

 

岩手大学1年 齊藤 七彩（トラックリーダー） 

インターン生、福島へ！！ 

 私たちは、インターン活動として12月21日に福島県

の白川郡棚倉町の堀川愛生園、南相馬市の原町教会を訪

問しました。そこで堀川愛生園園長の伊藤信彦さん、原

町教会伝道師の中野通彦さんから福島県の震災につい

て、児童養護施設について、福島県の現状など、様々な

お話をお聞きしてきました。 

 お話を聞いていて感じたのは、福島県と岩手県では同

じ東日本大震災を経験したといっても、その質は大きく

異なっているという事です。やはり原発事故によって放射能被害を受け

た福島県は、その被害の爪痕が大きいと感じました。わたしは震災後初

めて福島県を訪問しましたが、実際にそこに暮らす方々のお話を聞いて

今でもたくさんの人が放射能被害に苦しんで生活しているのを感じ、そ

の被害の大きさを改めて感じました。 

 福島第一原発付近では未だ基準値を超える放射能が観測されている

事、避難地域は人の影もなく建物もボロボロの状態になってしまってい

る事、子供たちは未だに外で遊べる環境にはないことなど、実際に福島

に行ったからこそわかることがたくさんあり、復興への道はまだまだな

のだということを痛感させられました。 

 私たちが聞いたこと、見たものはほんの一部ですが、一部だったとし

ても感じるものはとても大きく、考えさせられるものがありました。原

発事故についてはニュースではよく耳にしますが、実際に現地に足を運

んで、そこにある現実を肌で感じることができたということは自分に

とって大きな経験となりましたし、震災の事実を自分の目で確かめると

いうのはとても重要なことであると感じました。今回経験できたことは

自分にとって「東日本大地震」というものを改めて考え直すきっかけと

なり、またもっと新たな視点から捉え直すための貴重な機会となりまし

た。 

 

岩手大学3年 大藤 百華（ピーちゃんリーダー） 

日本のYMCAでは、福島での被災地支援活動を現在も継続して行っています。今回は、東日本大震災で被災した宮古出身のピーちゃんリー

ダー、大船渡出身のチョップリーダーが「住友商事 東日本再生ユースチャレンジ・プログラム」の一環で福島を訪問しました。ピーちゃん

リーダーこと大藤百華さんより、レポートが届いています。 
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★2月12日（日） 

  サンデースクール 

    「肉まん作り」 

       （於：仙北地区活動センター） 

 

★2月21日（火） 

  火曜水泳休講日 

 

★2月25日（土）～26日（日） 

  アドベンチャークラブ    

   「田沢湖雪まつりツアー」 

（於：田沢湖スキー場） 

２月の予定 

『ＡＢＣ』 
 

 昨年後半は、ドラマ「地

味にスゴイ！校閲ガール・

河野悦子」を毎週楽しみに

見ていた。女優の石原さと

み扮する河野悦子はファッ

ション雑誌の花形編集者に

なるのが長い間の夢。とこ

ろが、配属されたのは校閲

部。原稿を訂正したり、校正したりする地味な部

署だ。 

 自分の希望した仕事ではなく、なかなか評価も

されずに落ち込む悦子に恋人の幸人（菅田将暉）

は、こう切り出す。「公園の遊具や橋梁、線路な

ど、なにげなく僕たちが安心して使って暮らして

いけるのは、誰にも見えないところでスゴイ仕事

をしている人たちがたくさんいるからなんだ。

『当たり前』を作っている人たちは、輝いている

と思う。」 

 今から、20年以上前のことである。仙台YMCA国

際ホテル専門学校で、広報の仕事をしていた。当

時、仙台市内五つのシティホテルの総支配人がい

ずれも、東京YMCA国際ホテル専門学校の卒業生

だった時期があった。入学案内のパンフレットを

作っていた僕は、この方々にパンフレットに登場

してもらったら学生募集に結びつくのでは？と閃

いた。そんな不謹慎な動機にも関わらず、同じ

YMCAということで、皆さん、快くインタヴューを

引き受けて下さった。 

 その中の一人の総支配人から「ホテルの仕事で

大切なことはなんだと思いますか？」と逆に質問

された。「心のこもったおもてなし」「感動を演

出する企画力」など歯の浮くような答えをしたと

ころ、「濱塚さん、それはABC。 A（当たり前）

のことをB（バカにしないで）C（ちゃんと）やる

ことです。」と教えられた。仕事にちょうど慣れ

てきて自信を持ち始めていた僕は、ガツンと頭を

殴られたようなショックを受けて帰ってきた。 

 

 「ごく小さな事に忠実な者は、大きな事にも忠

実である。ごく小さな事に不忠実な者は、大きな

事にも不忠実である。」 

（新共同訳聖書 ルカによる福音書16章：10節) 

 

 

盛岡YMCA総主事 濱塚有史 

君でいいんだよ  

～JUST THE WAY “YOU”ARE㉛～ 

表紙の写真から 

 12月26日（月）～12月29日（木）に行わ

れたエンジョイ・ジュニアスキーキャンプで

の一枚☆寒さに負けず、風にも負けず、楽し

くスキーをしてきました！ 

感
謝 
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年
度
１
月
２
４
日
現
在
） 

 
 
 
 

 
 
 

五
十
音
順
・
敬
称
略 

 

●
維
持
会
費 

 

秋
永
光
里
、
浅
沼
慧
、
有
我
啓
作
、
飯
島
隆
輔
、
家
村

知
佳
、
池
田
二
郎
、
石
崎
眞
珠
。
一
戸
貞
文
、
伊
藤
克

見
、
伊
藤
眞
一
郎
、
伊
藤
眞
太
郎
、
伊
藤
愛
美
、
伊
藤

み
ど
り
、
井
上
浩
太
郎
、
井
上
修
三
、
井
上
優
子
、
今

松
桂
子
、
上
中
優
奈
、
魚
住
英
昭
、
鵜
丹
谷
三
千
代
、

江
嵜
宏
至
、
遠
藤
協
、
遠
藤
昌
樹
、
及
川
茂
夫
、
及
川

忠
人
、
大
澤
未
来
、
大
関
靖
二
、
岡
田
虎
治
、
尾
形
裕

一
郎
、
小
川
明
佑
、
小
川
嘉
文
、
小
澤
聡
・
レ
ナ
ー

ド
、
押
切
梓
、
小
畑
孝
子
、
重
石
桂
司
、
小
山
憲
彦
、

角
谷
晋
次
、
川
坂
保
宏
、
神
田
橋
慧
一
、
菊
地
弘
生
、

北
田
ア
ユ
子
、
君
塚
彩
、
工
藤
あ
さ
ひ
、
工
藤
直
子
、

工
藤
泰
、
熊
谷
圭
祐
、
熊
谷
咲
希
、
熊
谷
力
實
、
小
林

茂
元
、
小
守
林
靖
一
、
昆
野
香
代
子
、
今
野
聖
子
、
今

野
健
男
、
齋
藤
之
彦
、
斉
藤
恒
夫
、
佐
藤
翔
、
清
水
弘

一
、
清
水
治
彦
、
菅
原
省
司
、
杉
田
弘
美
、
高
瀬
稔

彦
、
高
橋
奈
菜
、
滝
川
佐
波
子
、
立
花
尽
、
田
村
治

之
、
と
ち
ぎ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ 

理
事
長 

鷹
箸
孝
、
長
岡
和

義
、
長
岡
正
彦
、
中
島
敬
泰
、
中
原
眞
澄
、
中
村
圭

一
、
名
古
屋
恒
彦
、
南
原
良
哉
、
日
本
基
督
教
団 

宮

古
教
会
、
花
田
瞳
、
濱
塚
恵
太
、
濱
塚
秋
二
、
濱
塚
直

樹
、
濱
塚
牧
人
、
濱
塚
真
美
、
濱
塚
有
史
、
濱
塚
れ
い

子
、
早
坂
春
希
、
林
辰
也
、
原
寛
、
東
森
聡
、
人
見
晃

弘
、
廣
川
厚
子
、
廣
川
健
太
郎
、
廣
川
は
る
な
、
藤
野

陽
平
、
古
澤
伸
、
松
尾
聡
子
、
増
田
隆
、
水
田
賢
次
、

水
野
暢
夫
、
光
永
尚
生
、
宮
﨑
幸
雄
、
守
口
咲
良
、
守

下
昌
輝
、
森
山
日
菜
乃
、
森
山
幹
大
、
山
口
貴
伸 

 

●
寄
附
金 

 
 

池
田
二
郎
、
伊
藤
克
見
、
伊
藤
眞
一
郎
、
伊
藤
み
ど

り
、
今
松
桂
子
、
鵜
丹
谷
三
千
代
、
遠
藤
協
、
遠
藤
昌

樹
、
及
川
茂
夫
、
大
澤
未
来
、
大
関
靖
二
、
角
谷
晋

次
、
北
田
ア
ユ
子
、
熊
谷
圭
祐
、
熊
谷
紗
希
、
熊
谷
力

實
、
昆
野
香
代
子
、
佐
藤
翔
、
高
瀬
稔
彦
、
中
原
眞

澄
、
長
岡
和
義
、
名
古
屋
恒
彦
、
南
原
良
哉
、
早
坂
春

希
、
花
田
瞳
、
濱
塚
秋
二
、
濱
塚
れ
い
子
、
原
寛
、
人

見
晃
弘
、
光
永
尚
生 

 

●
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
募
金･

献
品 

３
・
１
１
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
、
飯

島
隆
輔
、
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ 

サ
ン

ホ
ー
ム
、
社
会
福
祉
法
人
イ
エ
ス
団 

友
愛
幼
児
園
、

私
立
捜
真
小
学
校
、
馬
場
一
郎
、
日
本
基
督
教
団
城
西

教
会
、
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
西
日
本
区 

 

●
熊
本
地
震
・
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
救
援
・
復
興
募
金 

家
村
知
佳
、
石
崎
眞
珠
、
伊
藤
克
見
、
伊
藤
眞
一
郎
、

伊
藤
眞
太
郎
、
小
畑
孝
子
、
北
田
ア
ユ
子
、
君
塚
彩
、

熊
谷
亜
希
子
、
熊
谷
力
實
、
昆
野
香
代
子
、
昆
野
璃

紗
、
清
水
弘
一
、
菅
恵
、
名
古
屋
恒
彦
、
増
田
隆
、
松

尾
聡
子
、
吉
田
航
平
、
吉
田
美
波 

 

●
熊
本
地
震
被
災
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
支
援
募
金 

浅
沼
慧
、
浅
沼
美
希
、
家
村
知
佳
、
石
崎
眞
珠
、
伊
藤

眞
一
郎
、
伊
藤
愛
美
、
井
上
修
三
、
岩
井
和
己
、
鵜
丹

谷
三
千
代
、
遠
藤
昌
輝
、
大
関
靖
二
、
小
笠
原
真
紀

子
、
尾
形
裕
一
郎
、
小
川
明
佑
、
小
川
嘉
文
、
角
谷
晋

次
、
菊
地
弘
生
、
工
藤
泰
、
佐
々
木
千
賀
子
、
髙
橋
亜

也
子
、
滝
川
佐
波
子
、
立
花
尽
、
日
本
基
督
教
団
内
丸

教
会
、
日
本
基
督
教
団
宮
古
教
会
、
濱
塚
真
美
、
濱
塚

有
史
、
早
坂
春
希
、
女
鹿
乃
々
華
、
盛
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

リ
ー
ダ
ー
会
、
も
り
お
か
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
四

元
尚
志
、
吉
田
琥
太
郎 

 

●
国
際
協
力
募
金 

浅
沼
慧
、
浅
沼
美
希
、
阿
部
未
來
、
家
村
知
佳
、
石
﨑

眞
珠
、
伊
藤
克
見
、
伊
藤
眞
太
郎
、
岩
城
恵
、
上
中
優

奈
、
遠
藤
立
規
、
遠
藤
冬
萌
、
大
﨑
蒼
太
、
小
笠
原
真

紀
子
、
尾
形
裕
一
郎
、
小
川
明
佑
、
小
川
嘉
文
、
君
塚

彩
、
工
藤
悦
子
、
熊
谷
亜
希
子
、
熊
谷
力
實
、
菅
恵
、

鈴
木
克
実
、
滝
川
佐
波
子
、
髙
橋
来
和
、
高
橋
千
鶴

子
、
立
花
尽
、
中
村
圭
一
、
布
川
雅
樹
、
濱
塚
秋
二
、

濱
塚
真
美
、
濱
塚
有
史
、
濱
塚
れ
い
子
、
東
森
聡
、
松

井
美
樹 

インドでゴリナも考えた。⑩ 
 昨年3月にインドへ訪問したゴリナリーダーによる
コラムです。今回は、ガンディーについてのお話で
す。 
 

 3月11日。私たちはマ

ドゥライという地にあ

るガンディーミュージ

アムへと向かった。イ

ンドと言えば、やはり

ガンディーなのだろう

か。私はガンディーが

インドの独立を目指し

奮闘した有名な人であ

ること以外に知っていることは何もなかった。 

 ガンディーミュージアムに入ると、英語で書かれ

たパネルが30枚ほど並んでいた。ガンディーの生き

ていた時代の貧困、差別、虐殺、支配、政治、労

働、宗教など、またそこでガンディーの起こした行

動、放った言葉がびっしりと書かれてあった。 

 その中でも、私が深く印象に残ったガンディーの

言葉がある。それは、「もし生まれ変わるなら、私

はアンタッチャブルとして生まれたい。」という言

葉だ。アンタッチャブルとは、不可触民のことであ

る。人々から避けられ、触れることさえ許されな

い。インドの人々の位を表す制度、いわゆるカース

ト制度にも、もはや属していない。そうした差別社

会の中で、ガンディーは上から3番目のカーストに属

していた。そんなガンディーがアンタッチャブルの

人々と会話をしたり、暮らしたり、触れ合ったり、

そうした生活をしていたことに私は驚いた。世間体

に縛られることなく、自分の意思や想いに沿って行

動していく姿は、とても大きな勇気と自信が無けれ

ばできないことだと感じた。また、ひとりひとりを

大切に、同じ“人”として接する行動はアンタッ

チャブルと言われていた人々にとって大きな救い

だったのではないかと感じる。ガンディーがインド

独立を達成した裏側には、こうしたガンディー自身

の“人”への愛が溢れていたのではないかと私は思

う。 

 現在のインドでは

カースト制度は形と

して残ってはいる

が、階級におけるそ

うした差別は減って

きているようだ。こ

のインドの人々の意

識 の 変 化 は ガ ン

ディーのおかげなの

かもしれない。ひとりひとりと向き合う勇気がもた

らした社会の変化なのではないかと感じる。 

 私も大きなことを成し遂げようとするのではな

く、小さな積み重ねを大切に一日一日を過ごしてい

きたい。 

 

 

岩手大学4年 武田 悠（ゴリナリーダー） 

 

 ゴリナリーダーのインドコラムは、次回で最終回
となります。最終回も、どうぞお楽しみに！ 

★世代間交流★ 
 1月5日、ぷらいむ・たいむ前潟校に、『デ

イサービスきさいや』の皆様がお雑煮を振る

舞いにいらっしゃいました。 

 元盛岡YMCAのリーダーで、現在きさいや

スタッフの葱リーダーの考案が実現した形

で、とても楽しい時間を過ごす事ができまし

た。 

 お雑煮はとてもおいしく、おかわり3杯の

子どももちらほら。世代間交流は子ども達に

とって、あまり経験できない事もあり、すご

く大事な時間だと思います。 

 きさいやの皆様、ごちそう様でした！ 


